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〔論文審査の要旨〕 
本論文は、建築家前川國男(1905-1986)の屋上庭園に着目した研究であり、屋上庭園の通

時的な変遷の分析に加え、屋上庭園の出自、及び、発展的な展開までを包括的に分析する

ことで、前川國男の建築制作論としての新しい知見を得ることを目的としている。 
第１章では、研究の時代的な背景として、近代の日本で作られた屋上庭園と前川國男の

屋上庭園を通時的に比較することで、前川國男の屋上庭園の特徴を建築類型に見出してい

る。 
第２章では、前川國男自身が屋上庭園に関して直接的に言及している言説を抽出し、対

象作品を分析することで、前川國男の屋上庭園の出自がル・コルビュジエ(Le Corbusier, 
1887-1965)の屋上庭園であることを明らかにしている。 

第３章では、前章で明らかにしたル・コルビュジエの屋上庭園に着目し、前川國男がと

りわけ着目したサヴォワ邸(Villa Savoye, 1932)とマルセイユのユニテ・ダビタシオン

(Unité d'Habitation de Marseille, 1952)という２作品に関する前川國男独自の解釈を明ら

かにしている。すなわち、サヴォワ邸に関しては、形態的な特徴にさほど関心を寄せず、

空中庭園と屋上庭園が段状に連続する半屋外空間全体に着目し、同時に屋内居室との視覚

的な連続性や周辺環境への眺望にも着眼を置いていることを明らかにしている。一方、マ

ルセイユのユニテ・ダビタシオンに関しては、構成要素の彫塑的形態や屋上庭園の公共性

に関心を示していることを明らかにしている。 
第４章では、前川國男自身の屋上庭園の通時的な変化を分析するとともに、地上と非地



上をシームレスに結ぶエスプラナードへの展開を考察している。すなわち、第一に、前川

國男が周辺環境への眺望が消失する高度経済成長期において、屋上庭園にル・コルビュジ

エから受容した空間構成を付加することで、それまでの日本にはない公共性を創出してい

ることを明らかにしている。そして第二に、屋上庭園で用いていた段状の構成を地上にま

で延長させ、周辺環境との連続性を付加することで、エスプラナードという新たな公共空

間を創出していることを明らかにしている。 
本論文において著者が明らかにした前川國男の建築手法は、特定の時期や特定の主題を

研究対象とした従来の論考では明らかにされてこなかった事柄であり、前川國男がル・コ

ルビュジエの屋上庭園から着想を得て、その表現の仕方を変えながら日本の公共建築へと

応用していく変遷過程を明らかにしている。前川國男が近代の日本で用いたこれらの手法

は、建築と周辺環境を連関させる手法として再評価できるものであり、近代建築史として

の独自性及び有用性が認められる。 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認められる。 
 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 
 
 


